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～新年度の活動を迎えるにあたり～ 

東日本大震災と原発事故の中で 

多くの被災者の支援と救援募金活動に協力を！ 

  全国連盟を中心とした、募金と救援活動を展開中！ 

岩手・宮城・福島・茨城県連の仲間の支援にボランティア活動を！ 
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＜ 

今
年
も
何
も
な
か
っ
た
か
の
よ

う
に
、
東
北
の
被
災
地
に
も
桜
の

花
が
満
開
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。 

し
か
し
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、

宮
崎
県
の
口
蹄
疫
病
や
名
古
屋
地

方
の
鳥
イ
ン
フ
ル
ザ
騒
動
、
自
然

災
害
で
は
鹿
児
島
・
霧
島
岳
（
新

燃
岳
）
の
火
山
爆
発
や
ニ
ュ
ー
ジ

ラ
ン
ド
の
地
震
に
よ
る
多
数
の
邦

人
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
世
界
情
勢
で
は
中
東
・

北
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア

に
始
ま
っ
た
反
政
府
・
民
主
化
の

動
き
は
次
々
と
飛
び
火
し
、
中
東

湾
岸
諸
国
の
イ
ス
ラ
ム
国
家
の
王

政
と
独
裁
国
家
の
エ
ジ
プ
ト
や
シ

リ
ア
ま
で
も
が
民
主
化
の
嵐
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

国
内
で
言
え
ば
、
国
民
み
ん
な

が
変
革
を
求
め
、
政
治
を
代
え
よ

う
と
自
民
党
政
権
か
ら
民
主
党
政

権
を
選
択
し
た
訳
で
す
が
、
期
待

さ
れ
て
発
足
し
た
菅
内
閣
も
支
持

率
の
低
下
と
と
も
に
２
３
年
度
予

算
成
立
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
折
も

折
、
３
月
１
１
日
午
後
２
時
４
６

分 

震
源
地
が
東
北
三
陸
沖
か
ら

茨
城
沖
ま
で
も
の
広
範
囲
な
日
本

列
島
最
大
の
Ｍ 

９
．
０
と
い
う
激

震
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

関
東
大
震
災
の
Ｍ
７
．
９
を
上

回
る
国
内
最
大
の
地
震
は
、
後
日

に
「
東
日
本
大
震
災
」
と
命
名
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
地
震
の
被
害
は

甚
大
で
、
宮
城
県
で
は
震
度
７
を

記
録
し
、
三
陸
海
岸
や
宮
城
か
ら

福
島
県
の
海
の
沿
岸
に
か
け
て
１

０
ｍ
以
上
の
大
津
波
が
押
し
寄
せ
、

堤
防
を
乗
り
越
え
海
岸
近
く
の
家

屋
を
こ
と
ご
と
く
な
ぎ
倒
し
な
が

ら
、
漁
船
や
家
屋
等
建
物
・
車
が

ま
る
で
木
の
葉
や
プ
ラ
モ
デ
ル
の

ご
と
く
流
さ
れ
る
テ
レ
ビ
映
像
の

光
景
に
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
ま

ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
、
自
然

の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
た
の
は
私

ば
か
り
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
、
こ
の
地
震
に
よ
り
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

放
射
能
漏
れ
の
事
故
が
あ
り
、
地

震
と
津
波
に
よ
る
被
災
さ
れ
た
皆

様
は
、
避
難
と
い
う
さ
ら
な
る
厳

し
い
退
避
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

全
国
各
地
で
先
の
見
え
な
い
「
難

民
生
活
」
を
続
け
て
い
ま
す
。 

こ
ん
な
中
、
日
本
全
国
と
多
く

の
世
界
中
の
国
々
か
ら
も
救
援
と

支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
、
被

災
地
へ
の
励
ま
し
と
援
助
の
物
資

が
送
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
中
に
も
す
ぐ
に
で
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
現
地
に
か
け
つ
け
、

救
援
活
動
に
参
加
し
た
い
気
持
ち

を
抑
え
、
支
援
活
動
を
待
っ
て
い

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。 

 

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
埼
玉
労

山
と
し
て
も
被
災
さ
れ
た
多
く
の

仲
間
達
へ
の
救
援
募
金
活
動
へ
の

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
埼
玉

に
も
に
避
難
さ
れ
て
い
る
被
災
者

の
方
々
も
大
勢
い
ま
す
。
物
資
・

募
金
活
動
で
の
皆
さ
ん
の
多
大
な

る
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

今
尚
、
先
の
見
え
な
い
東
京
電

力
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
へ

の
対
応
を
含
め
、
今
後
の
復
興
支

援
活
動
も
ま
た
長
期
に
わ
た
る
事

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
絶
対
的
な
信

頼
と
安
全
神
話
の
も
と
で
進
め
ら

れ
て
来
た
原
子
力
発
電
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
が
も
た
ら
し
た
私

達
に
対
す
る
恩
恵
（
電
力
供
給
等
）

と
は
裏
腹
に
原
子
力
発
電
所
を
抱

え
る
地
元
の
抱
え
る
安
全
性
に
対

す
る
命
の
危
険
と
生
活
不
安
、
ま

た
多
く
の
問
題
と
そ
の
犠
牲
等
を

再
度
考
え
さ
せ
ら
れ
る
今
度
の
放

射
能
漏
れ
事
故
の
重
大
さ
と
そ
の

被
害
も
ま
た
甚
大
で
、
農
業
や
漁

業
さ
ら
に
は
日
本
全
国
の
鉱
工
業

の
製
造
生
産
分
野
に
ま
で
も
が
被

害
を
被
り
、
そ
の
補
償
費
用
は
東

京
電
力
一
企
業
の
み
な
ら
ず
、
国

家
予
算
に
も
影
響
す
る
程
に
深
刻

で
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

国
難
と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
今
回
の
「
東
日
本
大
震
災
」

が
も
た
ら
し
た
被
害
が
誰
も
が
予

想
が
つ
か
な
い
程
膨
大
だ
け
に
、

今
後 

私
達
が
復
興
支
援
活
動
に

携
わ
る
為
に
は
覚
悟
が
必
要
か
と

思
い
ま
す
。 

一
部
に
何
事
も
自
粛
す
べ
き
と
い

う
方
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
被
災

さ
れ
た
宮
城
や
岩
手
・
茨
城
県
の

各
自
冶
体
の
関
係
者
の
言
う
言
葉

は
、
今
は
何
を
お
い
て
も
求
め
ら 

れ
て
い
る
の
は
、
命
の
危
険
と
生

活
不
安
や
退
避
生
活
を
お
く
る
被

災
者
の
皆
様
の
安
定
し
た
生
活
を

取
り
戻
す
事
で
あ
り
、
ま
た
被
災

し
た
各
市
町
村
の
自
冶
体
活
動
の

機
能
回
復
、
そ
し
て
何
よ
り
被
災

さ
れ
た
方
は
も
と
よ
り
支
援
し
て

下
さ
る
皆
さ
ん
の
普
段
通
り
の
生

活
を
送
る
事
だ
と
言
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
意
味
で
は
、
風
評
に
惑

わ
さ
れ
る
事
な
く
、
こ
れ
ま
で
と

は
少
し
違
っ
て
も
普
段
通
り
に
生

活
す
る
努
力
を
す
る
こ
と
が
、
物

資
流
通
や
観
光
や
農
業
や
漁
業
と

い
っ
た
大
き
く
言
え
ば
日
本
経
済

を
さ
え
、
復
興
支
援
活
動
に
少
し

で
も
貢
献
出
来
る
と
考
え
ま
す
。 

こ
う
し
て
、
今
年
の
総
会
は
未

曾
有
の
地
震
と
津
波
の
災
害
と
原

子
力
発
電
所
の
放
射
能
漏
れ
事
故

の
中
で
迎
え
る
訳
で
す
が
、
新
年

度
の
県
連
活
動
を
始
め
る
に
あ
た

っ
て
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
労

山
な
ら
び
県
連
活
動
を
推
進
し
、

会
員
の
要
望
や
意
見
が
反
映
さ
れ

る
明
る
い
県
連
や
加
盟
団
体
の
コ

ミ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
大
切
し
な
が

ら
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 最

後
に
、
捜
索
や
救
助
活
動
に

携
わ
る
多
く
の
関
係
者
の
方
々
、

ま
た
不
便
な
避
難
所
生
活
を
過
ご

す
方
と
そ
れ
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ア
の
方
々
、
ま
た
増
え
続
け
る
行

方
不
明
の
方
や
犠
牲
に
な
ら
れ
た

多
く
の
方
々
に
、
激
励
と
心
か
ら

お
見
舞
い
と
謹
ん
で
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

 

平
成
２
３
年
４
月
吉
日 
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「東日本大震災」の支援・募金活動にご協力下さい ！ 
 

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
地
震
）
は
、
日
本
で
の
観
測

史
上
最
大
の
巨
大
地
震
と
さ
れ
、
地
震
と
津
波
に
よ
る
被
害
は
甚
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
地
震
に
よ
り
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
も
あ
り
、
地
震
に
よ
る
災

害
に
よ
り
津
波
や
家
屋
の
崩
壊
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
は
、
さ
ら
な
る
厳
し
い
退
避
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
で
も
、
ま
だ
瓦
礫
の
撤
去
す
ら
出
来
ず
、
捜
索
活
動
す
ら
手
つ
か
ず
の
地
域
も
数
多
く
の
残
さ

れ
て
い
る
と
言
い
、
行
方
不
明
の
方
々
の
捜
索
が
懸
命
に
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
福
島

原
発
事
故
に
よ
る
計
画
避
難
地
域
の
拡
大
で
、
不
便
な
避
難
所
生
活
を
過
ご
す
方
々
や
退
避
を
余

議
な
く
さ
れ
る
方
々
に
は
、
本
当
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

こ
ん
な
中
で
、
日
本
全
国
や
世
界
中
の
国
々
か
ら
も
救
援
と
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
、
被
災
地

へ
の
励
ま
し
と
援
助
の
物
資
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
全
国
連
盟
で
も
岩
手
や
宮
城
・
福
島
県
連
等

の
被
災
さ
れ
た
仲
間
へ
の
支
援
と
励
ま
し
、
そ
し
て
救
援
募
金
活
動
を
始
め
ま
し
た
。 

埼
玉
労
山
で
も
、
遅
く
な
り
ま
し
た
が
全
国
連
盟
の
支
援
活
動
に
協
力
す
る
為
に
、
物
資
・
救
援

募
金
活
動
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
全
国
連
盟
や
現
地
に
か
け
つ
け
救
援
活

動
に
参
加
し
て
い
る
会
員
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

。 

 

 

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

    

＊
全
国
連
盟
の
当

面
の
支
援
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

              

                    

                    

県
連
理
事
会
の
支
援
募
金
活
動

を
受
け
、
各
加
盟
団
体
の
中
で
も

総
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
募
金

活
動
や
支
援
物
資
の
提
供
を
呼
び

か
け
る
所
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

そ
の
中
で
も
い
ち
早
く
総
会
を
迎

え
た
「
新
座
山
の
会
」
の
取
り
組

み
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
」
の
で

報
告
し
ま
す
。 

 

◆
支
援
活
動
報
告 

① 

新
座
山
の
会
で
は
総
会
開
催
す

る
に
あ
た
り
、
義
援
金
の
呼
び
か

け
、
並
び
に
通
常
会
の
運
営
費
の

一
部
に
充
て
て
い
た
バ
ザ
ー
の
売

り
あ
げ
金
の
全
額
の
寄
付
、
さ
ら

に
、
先
だ
っ
て
理
事
会
で
話
さ
れ

た
物
資
を
総
会
に
持
ち
寄
る
よ
う

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ

う
な
協
力
を
得
る
事
が
出
来
ま
し

た
事
を
報
告
し
ま
す
。 

４
月
３
日
（
日
）
新
座
山
の
会
で

は
総
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
お
り
、

①
義
援
金 

 
 

 
1
0
0
,
0
0
0

円 

②
バ
ザ
ー
売
上
金 

1
0
8
,
4
2
0

円

③
親
睦
会
会
費
残
金 

8
,
0
1
7

円 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

合
計 

 
 
 
 
 
2
1
6
,
4
3
7

円 

④
支
援
物
資 

暖
房
着
・
作
業
着 

（
４
０
着
）
１
０
０
点
が
集
ま
り

ま
し
た
。 

翌
４
日
（
月
）
に
二
木
副
会
長
、

川
井
事
務
局
長
、
担
当
理
事
加
納

さ
ん
の
３
名
が
全
国
連
盟
の
事
務

所
に
出
向
き
直
接
川
嶋
事
務
局
長

に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

支
援
物
資
に
つ
い
て
は
先
日
の
理

事
会
で
の
情
報
が
多
い
に
生
か
さ

れ
又
、
全
国
連
盟
に
結
集
さ
せ
る

と
い
う
理
事
長
の
明
確
な
指
示
を

得
、
素
早
い
対
応
が
出
来
た
も
の

と
思
い
ま
す
。
県
連
の
大
き
な
動

脈
パ
イ
プ
が
、
各
会
に
更
に
行
き

わ
た
り
、
取
り
組
み
へ
の
連
帯
の

「
わ
」
が
さ
ら
に
大
き
く
広
が
る

事
を
願
い
、
こ
こ
に
「
新
座
山
の

会
」
の
会
員
の
取
り
組
み
情
報
を

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。 

理
事
久
保
（
新
座
山
の
会
） 

 

◆
支
援
活
動
報
告 

② 

群
馬
県
連
救
助
隊
と
合
同
に
よ

り
、
埼
玉
か
ら
徳
重
救
助
隊
長
が

3
/
2
5

～3
0

岩
手
・
宮
古
地
区
で
救

助
・
捜
索
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

詳
細
な
報
告
は
総
会
で
…
。 

 

◆
そ
の
他 

 

全
国
連
盟
で
の
救
援
物
資
の
仕

分
け
等
に
女
性
委
員
の
長
谷
川
さ

ん
や
佐
藤
さ
ん
、
他
が
手
伝
い
に

参
加
。
他
に
は
５
月
の
大
型
連
休

に
も
現
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
す
る
会
員
も
多
く
い
ま
す
。 

 
 

                

◆
全
国
連
盟
理
事
会
よ
り 

支
援
物
資
や
義
援
金
の
使
い
道

に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
が
多
い
の

で
す
が
公
的
な
募
金
で
も
全
体
の

被
害
状
況
が
確
認
で
き
な
い
段
階

で
は
被
災
者
に
渡
せ
な
い
で
い
る

の
が
現
状
で
す
。 

義
援
金
を
含
め
全
国
連
盟
の
支
援

活
動
は
労
山
の
労
山
会
員
に
よ
る

労
山
会
員
の
た
め
の
支
援
で
す
。

被
災
し
た
会
員
の
生
活
再
建
を
第

一
に
考
え
て
、
被
災
し
た
地
方
連

盟
を
通
し
て
支
援
し
ま
す
。 

た
だ
し
、
平
和
で
安
定
し
た
社
会

が
あ
っ
て
の
登
山
で
す
。 

被
災
地
域
全
体
の
復
興
の
た
め
に
、

直
接
・
間
接
的
に
一
般
の
被
災
者

へ
も
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
「
ナ
マ
ス
テ
」
情
報 

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
Ｈ
Ｐ 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

>
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
w
a
f
.
j
p
/
 

          

>
 

      

 被災地の復興と山の仲間の救援に共に立ち上がろう  

全国連盟はすべての地方連盟及び会・クラブとすべての労山会員 

の皆さんに、被災地の復興と山の仲間の救援に全力を挙げて、た

だちに共に立ち上がろうと声明を発表

 

支援募金の送金先 

◆現金持参…全国連盟事務所へ 

◆現金書留…全国連盟宛 

  日本勤労者山岳連盟  ☎ 03-3260-6331 

 〒162-0814 東京都新宿区新小川町5-24 

◆金融機関から 

①ゆうちょ銀行 郵便振替口座 00180-0-212568 

         「日本勤労者山岳連盟事務局」 

   ＊窓口を利用する場合は払込取扱票の備考欄に 

   「地震義援金 ナマステ」と記載して下さい。 

ＡＴＭ振り込みは手数料無料。 

 ②その他の銀行ＡＴＭからゆうちょ銀行へ 

   支店名 「せ」を入力して「○一九」 

貯金種目 当座 

口座番号 0212568 

加入者  日本勤労者山岳連盟事務局 

 

どなたから振り込みをいただいたのか分かるよう、この

用紙で振込人と振込金額などを下記の全国連盟事務所

http://www.jwaf.jp/
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登山学校  

受講生募集中 

 

年間講座 20,000 円 

単位科目  3,000 円 

(机上、実技) 

【問合せ】事務局 

 駒崎 ☎・FAX 

    048-431-1424 

 

 

県民クリーンハイキングに参加しよう！ 

日 時：5 月 29 日（日）＆6 月 5 日（日） 

西部ブロック：西武秩父沿線の山 

 集合…吾野駅 15:00  

南部ブロック：西武秩父沿線 物見山～巾着田 

                 集合…武蔵横手駅 9:00 

 中部ブロック：西武秩父沿線 伊豆ガ岳 

 

 北部ブロック：秩父・破風山 

 

＊労山で全国的に行われる自然保護の行事です。 

皆さんで山を守っていきましょう! 

     

     自然保護委員会  加納隆夫 

     ☎・FAX  048-201-2270 

  講   座 机 上 実 技 

開校式 5 月 22 日  ------- 

計画から下山まで ★ 6 月 11 日 6 月 12 日 

登山と運動生理 7 月 2 日 7 月 3 日 

山での救急法 8 月 6 日 8 月 7 日 

地図の読み方 9 月 3 日 9 月 4 日 

岩登り初級 10 月 1 日 10 月 2 日 

天気の見方 11 月 5 日 11 月 6 日 

総合学習登山 12 月 3 日 12 月 4 日 

雪山入門 1 月 14 日 1 月 15 日 

閉校式 2 月 4 日 ------- 

机上講座 9:30-16:30 ★は 13:30-16:30 になります。 

 

昨
年
に
続
き
初
級
者
を
対
象
に

第
１
６
期
埼
玉
労
山
登
山
学
校
を

５
月
２
２
日
に
開
校
し
ま
す
。 

安
全
に
登
山
す
る
た
め
に
は
学

習
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
年
間
を
通

し
て
登
山
の
基
本
的
知
識
・
技
術

を
学
び
た
い
！ 

そ
し
て
次
へ
の

ス
テ
ッ
プ
を
考
え
て
い
る
方
、
是

非
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
定
員

は
３
０
名
ま
で
募
集
し
ま
す
。 

よ
り
魅
力
有
る
登
山
学
校
を
め

ざ
し
、
ま
た
各
講
座
の
実
技
や
方

法
も
再
検
討
し
、
よ
り
良
い
登
山

学
校
に
し
よ
う
と
運
営
委
員
会
で

は
考
え
努
力
し
て
い
ま
す
。 

 
第
１
回
講
座
か
ら
の
予
定
は
下
記

の
通
り
で
す
。
加
盟
団
体
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
４
月
現
在
、
受
講
者
１
９
名
） 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 

 
 

    

               

                                        

                                        

                                      

 

                 理
事
会
報
告 

   
 

 
 

 
 

 
 

 

【開校式】      

５月２２日（日） PM 2:00 ～ 

会場：カルタスホール  

   交通：JR 京浜東北線北浦和 

東口徒歩２分 

 

  

 

 

（日程） 

14:00～開会 

15:00～ガイダンス 

16:00～入学受付   

16:30～第１回講座案内 

17:00～閉会  
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備えあれば！ 
どれくらいの人がツエルトを持って山に行っているだろう！ 

山登りを初めて 3 年程たったときに、こんなものがあったのかと感心し 

ながらも、高額なので（1 万円未満だが）一年程考えた末に(一人用)を 

購入！ コンパクトなので軽く、それからは日帰り山行でも必ず持って 

いくようにした。 

あるときこんな話を聞いた「一番最後を歩いていたリーダーの姿が見 

えなくなった」実は、足を滑らせて落ちていたのだ。 幸い事なきを得 

たが、もしそんな時、また最後を歩いていなくとも、途中で落ちた場合、

救助の手が来る前に体力温存のため被っていたら・・また黄色（ブルー 

もある）だから目立つので場所を見つけてもらえるだろう。  

 日帰りでもザックの取り出しやすい場所にほかの最低必要なものと一

緒に入っている。使い方は、ひもを通して木と木に結えたり、ポール等 

（２か所）を使う方法がある。 

また、落ちたり怪我をしたときは考えられないだろうが、ショックや不 

安などから寒さや震えが身体を襲うのでそのまま被るだけでも良い。 

いざと云う時に一番必要なものは、取り出しやすい雨ふたに、ザック 

カバー、メガネ、ファーストエイドバック（ライト他入っている）ちり 

紙、チョコレート、ウイダーインゼリー、ツエルトが入っている。 

雨や寒さから自分を守るのは「備え」だと実感している。 

ハイキング委員会  佐藤久子 

 

 

★ハイキング委員募集★ 
 

一緒にときをすごしませんか！ 

 

交流ハイキングのお知らせ 
ハイキング委員会主催 

期 日  ５月８日（日） 

JR 神保原駅 午前時 8:00 集合 

場 所  信越・山急山（992m） 

南軽井沢に位置する山急山は、道標も無く山頂

付近には岩峰もあり、浅間山や荒船山・西上州

の山々の展望や変化に富み読図も必要で楽し

い山歩きが出来る。 

目 的  ハイキング委員の交流新睦、地図読み 

コース  

神保原駅…コンビニ…駐車地……鉄塔…鞍部… 

  8:00           10:00   10:30 11:30 

 …南稜……鞍部……頂上（昼食）……駐車地 

  11:45 12:00   12:25～13:00  14:10 

 …妙義美術館……温泉入浴……神保原駅 解散 

   14:40     15:30～16:30  18:30 

 

＊ハイキング委員を募集しています。 

 

偶数月 浦和パルコ 9 階 19：

30～ 
埼玉県連ハイキング委員会 

連絡先 xdwgc135@ybb.ne.jp 佐藤 

mailto:xdwgc135@ybb.ne.jp
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陽
春
で
暖
か
な
本
格
的
な
春
の
季
節
を
迎
え
て
、
私
た
ち
の
身
近
な
野
山
で
は
春
を
告
げ
る

可
憐
な
花
々
が
次
々
に
咲
き
乱
れ
、
絢
爛
た
る
絵
巻
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

春
の
草
花
の
代
表
は
な
ん
と
言
っ
て
も
タ
ン
ポ
ポ
や
ス
ミ
レ
！ 

ス
ミ
レ
に
つ
い
て
は
次
回
に
述
べ
る
と
し
て
、
今
回
は
花
の
少
な
い
寒
い
冬
の
季
節
か
ら
晩
秋

ま
で
見
ら
れ
る
タ
ン
ポ
ポ
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

―

 
 

 

     

         

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ 

な
ん
と
言
っ
て
も
皆
さ
ん
が
一

番
に
良
く
見
か
け
る
タ
ン
ポ
ポ
は

こ
の
タ
ン
ポ
ポ
と
い
っ
て
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原

産
の
帰
化
植
物
で
、
在
来
種
に
比

較
し
種
を
作
る
し
く
み
や
開
花
期

の
長
さ
や
発
芽
し
や
す
い
等
の
繁

殖
特
性
や
生
活
力
が
強
く
、
都
会

に
も
適
応
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

キ
ク
科
の
植
物
の
特
徴
で
あ
る
多

数
の
花
（
小
花
）
が
集
ま
っ
た
花

序
（
頭
状
花
）
の
下
に
あ
る
、
全

体
を
包
み
保
護
す
る
総
苞
と
呼
ば

れ
る
ガ
ク
が
長
く
反
り
返
っ
て
い

ま
す
。
小
花
の
密
度
も
高
く
、
色

も
若
干
濃
く
感
じ
ま
す
。 

              

カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ
（
在
来
種
） 

今
で
は
見
か
け
る
の
も
珍
し
く

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
近
郊

の
野
山
で
は
し
ば
し
ば
見
か
け
ま

す
。 

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
と
の
区
別
は
、

総
苞
の
内
片
と
外
片
の
長
さ
が
違

い
、
外
片
は
短
く
先
に
鍵
形
の
突

起
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

小
花
密
度
が
低
く
、
色
も
薄
目
で

幾
分
花
茎
が
伸
び
て
細
め
で
姿
が

綺
麗
な
感
じ
が
し
ま
す
。
在
来
種

に
は
他
に
関
西
や
蝦
夷
タ
ン
ポ
ポ

も
あ
り
、
全
部
で
２
０
種
以
上
に

及
び
ま
す
。 

シ
ロ
バ
ナ
タ
ン
ポ
ポ 

タ
ン
ポ
ポ
の
中
で
、
異
色
の
こ
の

タ
ン
ポ
ポ
は
関
西
か
ら
中
国
・
四

国
地
方
や
九
州
に
多
い
と
の
事
、

関
東
で
も
た
ま
に
ハ
イ
キ
ン
グ
で

見
か
け
る
事
が
あ
り
、
全
体
的
に

花
と
葉
も
含
め
て

少
し
色
が
薄
く
抜

け
た
感
じ
が
し
ま

す
。 

最
近
、
秩
父
の
山
や

南
栗
橋
～
幸
手
権

現
堂
堤
へ
の
河
原
で
も
群
生
し
て

い
る
姿
を
見
て
感
激
し
ま
し
た
。 

 

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の
大
き
な

違
い
は
、
総
苞
の
他
に
受
粉
を
し

な
く
て
も
実
を
結
ぶ
（
単
為

o
r

単
性
生
殖
）
事
が
出
来
て
、
花
の

咲
く
時
期
も
長
く
、
実
が
小
さ
く

微
風
で
も
フ
ワ
フ
ワ
と
じ
つ
に
よ

く
飛
び
遠
く
ま
で
運
ば
れ
て
い
く

の
に
、
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の
実

は
重
た
げ
で
、
す
ぐ
に
地
上
に
落

ち
て
し
ま
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
セ

イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
日
本
在
来
種

に
較
べ
て
乾
燥
し
た
環
境
や
ア
ル

カ
リ
性
の
土
壌
に
も
強
い
そ
う
で

す
。 

 

 

ま
た
、
す
べ
て
の
タ
ン
ポ
ポ
に

共
通
し
て
お
も
し
ろ
い
特
徴
に
睡

眠
運
動
が
あ
り
ま
す
。
朝
日
を
受

け
て
開
花
し
、
午
後
３
時
頃
か
ら

し
ぼ
み
寝
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
こ

で
も
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
夕
方

近
く
ま
で
開
き
、
寝
る
の
が
一
番

遅
い
都
会
型
と
言
え
ま
す
。 

も
う
ひ
と
つ
、
ど
の
タ
ン
ポ
ポ

で
も
虫
が
留
ま
り
や
す
い
高
さ
で

花
が
咲
き
、
受
粉
後
に
い
っ
た
ん

花
茎
が
地
上
に
倒
れ
て
種
子
が
熟

す
の
を
待
ち
、
そ
の
間
に
も
花
茎

が
伸
長
し
、
種
子
が
熟
し
た
あ
と

再
び
花
茎
が
立
ち
上
が
っ
て
、
羽

毛
の
つ
い
た
種
が
風
に
乗
り
や
す

い
よ
う
に
で
き
る
だ
け
高
い
場
所

で
綿
毛
が
展
開
し
、
風
で
種
子
を

散
布
す
る
事
で
す
。
実
に
合
理
的

な
営
み
と
繁
殖
力
の
強
さ
で
も
あ

り
ま
す
。 

ま
た
、
タ
ン
ポ
ポ
は

食
べ
ら
れ
る
山
菜
・
野

草
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
春
の
大
事
な
野

菜
と
し
て
摘
み
取
ら

れ
、
サ
ラ
ダ
菜
と
し
て

食
べ
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
試
食
し
て
み

て

は

い

か

が

で

す

か
？ 

冬
越
し
の
ロ

ゼ
ッ
ト
が
甘
く
て
い

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

こ
ん
な
訳
で
、
花
の

時
期
を
終
え
た
ら
雑

草
と
し
て
刈
ら
れ
て

し
ま
う
タ
ン
ポ
ポ
で

も
、
そ
の
再
生
へ
の
生

活
力
や
繁
殖
性
に
、
今

回
の
東
日
本
大
震
災

か
ら
復
興
に
向
け
て

立
ち
上
が
ろ
う
と
し

て
い
る
皆
さ
ん
に
エ

ー
ル
を
贈
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

（
私
の
好
き
な
歌
を
添
え
て
） 

 
 

 
 

 
 

澤
藤 
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